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果
樹
、野
菜
の
品
質
劣
化
防
げ

農
業
は
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の
気
候
変
動
の
影
響
を
受
け
や
す
い
産
業
だ
。
国
内
で

も
す
で
に
高
温
に
よ
る
農
作
物
の
生
育
障
害
や
品
質
低
下
が
顕
在
化
し
て
い
る
。
特
に
、

ブ
ド
ウ
な
ど
の
果
樹
や
ト
マ
ト
な
ど
の
野
菜
は
、
気
温
の
上
昇
で
品
質
や
収
穫
量
が
不

安
定
に
な
る
た
め
、
対
策
は
喫
緊
の
課
題
だ
。
温
暖
化
に
適
応
し
、
影
響
を
減
ら
す
こ

と
で
安
定
し
た
生
産
を
目
指
す
現
場
を
追
っ
た
。
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温
暖
化
の
影
響
で
着
色
不
良
と
な
っ
た
ブ
ド

ウ

木
の
皮
を
剝
い
で
実
に
糖
分
を
集
め
、
甘

く
色
づ
き
の
良
い
果
実
を
つ
く
る
「
環
状
剝
皮
」

‖
い
ず
れ
も
農
研
機
構
提
供

ブ
ド
ウ
に
着
色
不
良

「
こ
こ
数
年
、
ブ
ド
ウ
の

色
づ
き
が
悪
く
て
ね
。
今
年

は
毎
日
夕
方
、
実
に
水
を
か

け
て
回
っ
て
い
る
ん
だ
」
。

今
年
７
月
、
愛
媛
県
内
で
ブ

ド
ウ
農
園
を
営
む

代
の
男

性
が
、
た
め
息
交
じ
り
に
こ

う
言
っ
た
。
男
性
が
気
に
か

け
て
い
る
の
は
、
気
温
の
上

昇
で
発
生
す
る
ブ
ド
ウ
の
着

色
不
良
だ
。

ブ
ド
ウ
が
黒
く
色
づ
く
も

と
に
な
る
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン

と
い
う
色
素
は
、
８
〜
９
月

の
夜
に
気
温
が
お
よ
そ

度

ま
で
下
が
る
こ
と
で
多
く
作

ら
れ
、
よ
り
黒
さ
を
増
す
。

し
か
し
、
愛
媛
県
内
は
６
月

下
旬
か
ら
連
日
、
最
低
気
温

が

度
を
超
え
て
い
た
。
水

を
か
け
れ
ば
病
気
の
原
因
と

な
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
色

づ
き
の
良
し
あ
し
で
市
場
価

格
は
桁
違
い
の
差
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
水
を
か
け
て
い
た

と
い
う
。

こ
の
農
家
を
調
査
に
訪
れ

た
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総

合
研
究
機
構
（
茨
城
県
つ
く

ば
市
)
の
杉
浦
俊
彦

園
地
環

境
ユ
ニ
ッ
ト
長
（
果
樹
園
芸

学
)
は
｢
今
年
は
全
国
的
な
酷

樹
皮
を
剝
ぐ
対
策
法

暑
で
果
実
全
般
が
色
づ
き
に

く
く
、
日
焼
け
も
多
か
っ
た
。

着
色
不
良
は
未
熟
な
も
の
と

色
が
変
わ
ら
な
い
た
め
、
消

費
者
が
買
い
控
え
る
。
果
実

の
着
色
不
良
は
農
家
に
と
っ

て
深
刻
な
問
題
だ
」
と
話
す
。

国
内
で
は
、
す
で
に
２
０

０
０
年
代
か
ら
高
温
に
よ
る

農
作
物
の
生
育
障
害
や
品
質

低
下
が
問
題
と
な
っ
て
い

た
。
果
樹
は
木
が
育
ち
実
が

な
る
の
に
数
年
か
か
り
、
植

え
替
え
が
し
に
く
く
産
地
を

変
え
る
こ
と
が
難
し
い
。
そ

こ
で
、
杉
浦
さ
ん
は
、
昔
か

ら
行
わ
れ
て
い
た
果
樹
の
樹

皮
を
剝
ぐ
「
環
状
剝
皮
」
と

い
う
手
法
に
着
目
し
た
。
こ

の
手
法
は
木
の
幹
の
周
り
の

皮
を
一
部
削
り
、
「
師
管
」

を
傷
つ
け
て
根
に
行
く
糖
分

を
断
つ
。
そ
れ
に
よ
っ
て
根

に
行
か
な
か
っ
た
糖
分
が
実

に
集
ま
り
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン

に
変
わ
る
の
で
、
色
づ
き
が

Ａ
Ｉ
で
ハ
ウ
ス
栽
培

よ
く
な
る
。
し
か
し
、
こ
の

手
法
は
根
を
弱
く
し
て
し
ま

う
た
め
、
あ
ま
り
普
及
し
て

い
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
杉
浦
さ
ん
は
ど

の
く
ら
い
の
厚
さ
や
幅
で
皮

を
剝
げ
ば
、
根
が
弱
ら
ず
実

も
色
づ
く
か
を
実
験
。
そ
の

結
果
、
２
〜
５
㌢
幅
で
樹
皮

を
剝
ぐ
と
、
根
が
弱
ら
ず
に

実
の
色
づ
き
も
改
善
す
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
確
立
し
た

手
法
は
、
暑
さ
の
影
響
が
大

き
い
九
州
地
方
の
果
樹
農
家

で
す
で
に
広
く
行
わ
れ
て
い

る
。
杉
浦
さ
ん
は
「
見
た
目

を
含
め
た
品
質
の
高
さ
が
、

日
本
の
果
物
産
業
を
支
え
て

い
る
。
温
暖
化
へ
の
対
策
を

強
化
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

生
産
者
の
高
齢
化
や
担
い
手

不
足
で
対
応
で
き
る
農
家
は

限
ら
れ
る
」
と
懸
念
す
る
。

昔
な
が
ら
の
手
法
を
見
直

し
暑
さ
に
適
応
す
る
一
方
、

最
新
の
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）

な
ど
を
取
り
入
れ
、
情
報
通

信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
活
用

す
る
「
ハ
イ
テ
ク
農
業
」
も

進
ん
で
い
る
。
電
機
大
手
の

富
士
通
は

年
、
静
岡
県
磐

田
市
の
約
８
・
５
㌶
の
土
地

に
大
型
の
栽
培
ハ
ウ
ス
を
建

設
し
、ト
マ
ト
や
パ
プ
リ
カ
、

ケ
ー
ル
の
栽
培
を
始
め
た
。

ハ
ウ
ス
内
で
は
温
度
や
湿

度
、
日
射
量
、
肥
料
の
量
な

ど
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど

で
管
理
し
て
い
る
。
そ
の
上

で
気
象
や
生
育
、
手
入
れ
を

し
た
担
当
者
な
ど
栽
培
に
関

す
る
あ
ら
ゆ
る
デ
ー
タ
を
蓄

積
、
分
析
。
最
も
品
質
の
良

い
農
作
物
が
で
き
た
時
の
デ

ー
タ
を
活
用
し
て
、
生
産
管

理
の
効
率
化
や
品
質
向
上
を

目
指
し
て
い
る
。

ま
た
、
ベ
テ
ラ
ン
農
家
の

作
業
を
三
次
元
で
撮
影
。
そ

の
作
業
を
仮
想
現
実（
Ｖ
Ｒ
）

で
体
験
で
き
る
ゴ
ー
グ
ル
型

の
装
置
で
疑
似
体
験
す
る
こ

と
で
、
人
材
の
育
成
も
目
指

し
て
い
る
。
富
士
通
ス
マ
ー

ト
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
事
業

本
部
の
中
村
一
貴
部
長
は

「
最
新
技
術
を
用
い
て
再
現

性
の
高
い
農
業
を
実
現
し
た

い
。
そ
れ
は
農
作
物
の
安
定

供
給
に
つ
な
が
り
、
温
暖
化

対
策
に
も
な
る
」
と
話
す
。

農
林
水
産
省
が

年
に
策

定
し
た
「
気
候
変
動
適
応
計

画
」
で
は
、
温
暖
化
で
栽
培

に
適
し
た
温
度
帯
が
今
後
北

上
す
る
と
予
測
さ
れ
て
お

り
、
ブ
ド
ウ
な
ど
の
果
樹
が

現
在
の
主
要
産
地
で
と
れ
な

く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
農

研
機
構
の
宮
田
明
・
気
候
変

動
対
応
研
究
領
域
長
は
「
地

域
に
よ
っ
て
は
す
で
に
亜
熱

帯
の
果
樹
に
取
り
組
み
始
め

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
し

か
し
、
栽
培
方
法
な
ど
を
確

立
し
な
い
と
な
か
な
か
難
し

い
。
品
種
改
良
や
温
暖
化
の

影
響
の
将
来
予
測
、
栽
培
技

術
な
ど
、
気
候
変
動
へ
の
適

応
策
を
今
後
も
検
討
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
た
。

【
斎
藤
有
香
】

地球温暖化対策や社会貢献などに取り組む企業に投資する「ＥＳＧ投資」が、世界的な

広がりをみせている。将来的な投資リスクを懸念する投資家の働きかけで、国内企業でも

一部の化石燃料からの投資撤退などを表明。「投資家が企業を動かす」時代を迎えている。

ＥＳＧ投資コンサルタント会社 ニューラル

夫馬賢治社長

投資家の目、厳しく

ＥＳＧという概念が広まった

きっかけはリーマン・ショック

（2008年）にある。当時、多く

の企業経営者は投資家に金融リ

スクを事前に説明できなかっ

た。金融危機を契機に、あらゆ

る分野でのリスク情報を開示す

る動きが生まれた。投資家の目

がより厳しく、より賢くなって

いる。国内の金融機関で相次い

だ石炭火力発電所への投融資制

限の表明も「投資家に説明しな

ければならない」という焦りか

らくるものだ。国際的に石炭火

力発電所は、投資に見合った資

金の回収ができない〝座礁資産〟

でしかない。それでも国内の金

融機関は対応が鈍く、欧米の金

融機関と比べても６年は遅れて

いる。将来的に海外での石炭火

力プロジェクトが中止などにな

った場合、企業の損失は国が全

額出資する日本貿易保険が補塡

する可能性がある。結果的に国

民の税金が使われるリスクがあ

ることを忘れてはいけない。

●
金
融
市
場
に
も
影
響

「
こ
の
１
年
で
企
業
と
投
資
家

の
対
話
が
活
発
化
し
、
国
内
企
業

も
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
を
意
識
す
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
」
。
年
金
積
立
金

管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
（
Ｇ
Ｐ

Ｉ
Ｆ
）
の
広
報
を
担
当
す
る
本
多

奈
織
さ
ん
は
説
明
す
る
。

Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
は
厚
生
年
金
と
国
民

年
金
の
積
立
金
を
管
理
・
運
用
す

る
機
関
投
資
家
で
、
運
用
資
産
総

額
は
世
界
最
大
規
模
の
約
１
６
０

兆
円
。
金
融
市
場
へ
の
影
響
力
も

大
き
い
。
２
０
１
７
年
７
月
に
本

格
的
な
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
を
始
め
、
世

間
の
注
目
を
集
め
た
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投

資
額
は
今
で
は
約
３
兆
円
に
も
な

る
。
国
内
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
は

年

に
１
３
６
兆
円
を
超
え
る
規
模
に

拡
大
し
て
お
り
、
本
多
さ
ん
は
「
投

資
家
の
要
求
を
企
業
も
無
視
で
き

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
」
と
指
摘

す
る
。

一
方
で
、
莫
大
な
資
金
を
運
用

す
る
金
融
業
界
の
動
き
は
鈍
い
。

今
年
に
入
り
、
地
球
温
暖
化
の

原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ

Ｏ

）
を
大
量
に
出
す
化
石
燃
料

関
連
へ
の
投
融
資
や
資
産
運
用
の

総
額
で
世
界
上
位
を
占
め
る
三
井

住
友
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ

な
ど
の
メ
ガ
バ
ン
ク
は
、
石
炭
火

力
発
電
所
の
う
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

率
の
悪
い
事
業
へ
の
投
融
資
を
一

部
制
限
す
る
方
針
を
示
し
て
い

る
。
そ
れ
で
も
ほ
と
ん
ど
の
メ
ガ

バ
ン
ク
は
高
効
率
の
石
炭
火
力
へ

の
投
融
資
は
続
け
る
方
針
だ
。
そ

の
背
景
に
は
石
炭
火
力
の
建
設
計

画
が
国
内
で
相
次
い
で
い
る
事
情

が
あ
る
が
、
欧
米
の
投
資
家
を
中

心
に
、
環
境
負
荷
の
大
き
い
企
業

か
ら
ダ
イ
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
（
投
資

撤
退
)
す
る
動
き
も
あ
る

メ
ガ
バ

ン
ク
関
係
者
は
「
投
資
家
か
ら
気

候
変
動
に
関
す
る
リ
ス
ク
情
報
の

開
示
要
求
も
増
え
て
い
る
。
だ
が
、

そ
れ
で
も
国
が
石
炭
火
力
を
推
進

す
る
以
上
、
協
力
し
な
い
わ
け
に

は
い
か
な
い
｣
と
打
ち
明
け
る

●
日
本
は
意
識
改
革
を

ダ
イ
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
を
推
進
す

る
国
際
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
｢

」
の
古
野
真
代
表
は
「
パ

リ
協
定
が
発
効
し
、

年
後
に
化

石
燃
料
の
未
来
は
あ
る
の
か
。
そ

の
リ
ス
ク
を
投
資
家
は
真
剣
に
評

価
し
始
め
て
い
る
。
そ
れ
が
世
界

標
準
で
は
」
と
指
摘
す
る
。

世
界
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
額
は
約
２

５
０
０
兆
円
（

年
）
。
投
資
額

全
体
の
４
分
の
１
に
当
た
り
、
世

界
的
な
潮
流
だ
。

投
資
家
に
企
業
情
報
を
提
供
す

る
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ｃ
Ｄ
Ｐ
ジ
ャ
パ

ン
」
が
昨
年
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
に
関
連
す

る
気
候
変
動
な
ど
の
リ
ス
ク
情
報

の
開
示
状
況
を
調
査
し
た
。
そ
の

結
果
、
日
本
企
業
２
８
３
社
の
う

ち
「
非
公
開
」
と
回
答
し
た
社
の

割
合
は

％
だ
っ
た
。
英
国
（

％
）や
米
国（
７
％
）
と
比
べ
て
、

情
報
開
示
に
消
極
的
で
あ
る
こ
と

が
数
字
で
示
さ
れ
た
。

一
方
で
、
積
極
的
な
情
報
開
示

を
進
め
る
三
菱
電
機
は
、

年
度

ま
で
に
購
入
さ
れ
た
製
品
が
出
す

Ｃ
Ｏ

排
出
量
を
７
０
０
０
万
㌧

削
減
す
る
こ
と
を
目
指
す
な
ど
、

Ｃ
Ｄ
Ｐ
の
調
査
で
最
高
ラ
ン
ク
の

評
価
を
得
た
。
同
社
は
「
以
前
か

ら
『
環
境
先
進
企
業
』
を
目
指
し

て
い
る
が
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
注
目
さ
れ
、

投
資
家
か
ら
改
め
て
評
価
さ
れ
て

い
る
｣
と
話
す

Ｃ
Ｄ
Ｐ
の
高
瀬
香

絵
シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
「
Ｅ

Ｓ
Ｇ
に
積
極
的
に
取
り
組
め
ば
、

投
資
家
を
引
き
つ
け
る
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。
日
本
企
業
の
意
識
改
革

が
必
要
だ
」
と
指
摘
す
る
。

【
鈴
木
理
之
】
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